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耐震改修の方針 

 

１ 耐震診断結果について 

 

  耐震診断の結果から以下の課題がある。 

 

 （１）X方向・Y方向ともに地震時に対する耐力が不足している。（ラーメン方

向の架構が高いため、極端に耐力が小さい。※中間層はピン接合梁） 

 

 （２）屋根部分に水平ブレースがないため、小梁が有効な座屈止めにならない。 

 

 （３）３階の渡り廊下の接続部分が既存等（光星団地５号棟）へアンカー固定

されているため、地震時のその挙動の違いから、当該部分が破断する可能

性がある。 

 

 

 

２ 耐震改修基本方針 

 

  耐震診断の結果、当該建物は耐震安全性が十分でなく、XY 方向に補強が必

要と判断されることから、以下の方針に従い、補強案の検討を行った。 

 

（１）架構が整形であるため、補強材は均等な配置とする 

 

（２）施工性、機能性、経済性、維持管理を総合的に勘案する 

 

  なお、当該建物の用途は階段室であり、既存の間仕切りはなく、補強材の配

置は外周部に限定される。このため、耐震性を向上させる部材（梁・ブレース

材）は、外周部に配置することとし、剛性のバランスを踏まえて配置する必要

がある。 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 補強方法・施工手順について 

 

 耐震改修基本方針を踏まえ、構造体の耐震改修案としては、以下２案を検討す

る。 

【案１】現状部材を極力利用したブレース配置による補強案 

（補強案１図面参照） 

   ・XY 方向ともにブレース補強及び根巻補強を行う。基礎も同様に補強

し、浮き上がりを防止する。 

   ・屋根に水平ブレースを配置する。 

   ・既存棟側に落下防止アゴを取り付ける。 

   ※浮き上がりを防止するため、基礎はフカシ（重量アンカー）又は杭の

新設が必要だが、当該直近でボーリングが必要なため、参考として記

載する。（現状は浮き上がる前に必要耐力が発現） 

  ＜施工手順＞ 

    屋根は既存のままで、外装・内装の一部撤去、基礎工事、この間に鉄

骨部材を製作、基礎工事終了後にブレースや桁梁の建て方、外装・内

装復旧、電気設備の復旧工事を行う。 

 

【案２】鉄骨梁及びブレース配置による補強案（補強案２図面参照） 

   ・ブレース枠として梁を新設する。不要な部材は撤去する 

・XY 方向ともにブレース補強及び根巻補強を行う。基礎も同様に補強 

し、浮き上がりを防止する。 

   ・屋根に水平ブレースを配置する。 

   ・既存棟側に落下防止アゴを取り付ける。 

   ※浮き上がりを防止するため、基礎はフカシ（重量アンカー）又は杭の

新設が必要だが、当該直近でボーリングが必要なため、参考として記

載する。（現状は浮き上がる前に必要耐力が発現） 

＜施工手順＞ 

  屋根は既存のままで、内装の一部撤去、基礎工事、この間に鉄骨部材

を製作、基礎工事終了後に外壁の全面的に撤去し、階段部材も撤去、

新設梁、ブレース、桁梁の建て方、外装・内装復旧、電気・機械設備

の復旧工事を行う。 

 

 

 

 

 



 

４ 解析のモデル化について 

 

  建物概要・現地調査概要・耐震改修のモデル化・計算方法等については、診

断時の考え方と同様であるため、省略する。 

 

  案１は、途中のつなぎ梁 VA の効果は枠材がないため小さいものの、少しで

も耐力が出るようモデル化することとした。※疑似モデルで検討することと

した。 

 

  案２は、ブレース枠と階層を明確にするための梁を新設する。不要な部材は

撤去する 

なお、当該建物は小規模かつ重量が軽いことに加え、補強構面が少なく、剛

性や偏心のバランスを考慮した上で、最低限の補強材の配置においても、補強

後の Is 値等が判定指標値を大きく上回ることとなる。  



 

５ 総合評価・検証まとめ 

 

 案１ 評価 案２ 評価 

耐震 

安全性 

計算上は耐震性能を有

しているものの、想定外

の地震においては、不安

定な挙動となる可能性

がある。 

△ 

構造計画的に明解であ

り、地震時の挙動も安定

することが想定される。 〇 

改修後の

外観 

補強材の施工に伴い、一

部外壁の撤去復旧があ

るものの、外観上の大き

な変更はない。 

〇 

補強材の施工に伴い、外

壁の全面的な撤去・復旧

があるものの、外観上の

大きな変更はない。 

〇 

改修後 

の機能 

改修後の機能に制約は

ない。 〇 

改修後の機能に制約は

ない。 〇 

工期 
案２と比較して短い。 

〇 
案１と比較して長い。 

△ 

施工性 

既存躯体を極力利用す

るため、納まりの検討や

現場溶接等が発生し、現

場での判断や施工技術

力が必要である。 

△ 

鉄骨梁やブレースの新

設においては、一般的な

溶接技術等で対応可能

であることから施工実

績は多く、施工難易度は

低い。 

〇 

改修後の

維持管理 

改修前と変更ない 

〇 

改修前と変更ない 

〇 

経済性 
安価 

〇 
案１より高価 

△ 

法規制 
問題なし 

〇 
問題なし 

〇 

総
合
評
価 

工期が短く、案２と比べ

て低コストで経済的な

改修方法であるが、施工

技術力が必要である。 

△ 

案１と比べて改修費が

かかるが、改修実績が多

く、耐震性能や施工性を

踏まえると、現実的であ

ると考えられる。 

〇 
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1-2 診断結果表（改修後）案 1 

建物名称 

（棟名） 
市営住宅光星団地５号棟 （階段室） 

層重量(kN)         

単位重量(kN/m2)         

柱・壁量

(cm2/m2) 

X 方向         

Y 方向         

耐震診断結果（正・負加力で不利な数値を記入） 

判定指標値 S 造     IS=0.6           q=1.0 

方向 階 F EO SD T IS q 判定 

X 方向 

    

－ 

   

       

3 3.30 0.843 － 0.936 1.135 OK 

2 3.27 0.836 － 0.928 1.135 OK 

1 3.21 0.820 － 0.912 1.135 OK 

Y 方向 

       

       

3 3.27 0.774 － 0.860 1.051 OK 

2 3.30 0.780 － 0.867 1.051 OK 

1 3.21 0.760 － 0.844 1.051 OK 

結果 

(特性) 

X 方向 
防災協会基準に基づき、目標値を上回っており、判定3で必要耐力は満足していると

判定された。 

Y 方向 
防災協会基準に基づき、目標値を上回っており、判定3で必要耐力は満足していると

判定された。 

その他  
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1-2 診断結果表（改修後）案 2 

建物名称 

（棟名） 
市営住宅光星団地５号棟 （階段室） 

層重量(kN)         

単位重量(kN/m2)         

柱・壁量

(cm2/m2) 

X 方向         

Y 方向         

耐震診断結果（正・負加力で不利な数値を記入） 

判定指標値 S 造     IS=0.6           q=1.0 

方向 階 F EO SD T IS q 判定 

X 方向 

    

－ 

   

3 3.18 1.392  1.547 1.949 OK 

2 3.35 1.470 － 1.633 1.949 OK 

中 2 3.37 1.478 － 1.643 1.949 OK 

1 3.41 1.493 － 1.659 1.949 OK 

Y 方向 

       

3 2.56 0.933  1.037 1.618 OK 

2 2.70 0.981 － 1.091 1.618 OK 

中 2 2.67 0.973 － 1.081 1.618 OK 

1 2.78 1.013 － 0.767 1.104 OK 

結果 

(特性) 

X 方向 
防災協会基準に基づき、目標値を上回っており、判定3で必要耐力は満足していると

判定された。 

Y 方向 
防災協会基準に基づき、目標値を上回っており、判定3で必要耐力は満足していると

判定された。 

その他  
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